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 研究の進捗発表（シニア（⼤学 4 年⽣以上），新規発表） 

IoT による農作業者の 「安全⾒守り」モデルの提案 
 
⾼⽥光宣（静岡⼤学⼤学院総合科学技術研究科情報学専攻）， 
峰野博史（静岡⼤学学術院情報学領域） 
 

近年，我が国の農業課題を解決するスマート農業に期待が集まっている．次世代農業
技術の鍵は，ICT とロボット技術である．しかし，その裏では農業機械による農作業
事故が問題となっている．農業は家族経営であるが故，組織が実施する安全管理が存在
しない． 

本研究では，農作業事故の未然防⽌を⽬的に IoT でヒトとモノと組織が情報を共有
し，コミュニケーションを通じ協調して安全を確保するための「安全⾒守り」モデルを
検討した．先端事例の「協調安全」の概念を参考に，IoT による農作業者の「安全⾒守
り」モデルの構築を試みた．具体的には，組織が実施する安全管理に代わり AI を活⽤
したエージェントが，農作業者やロボット農機をモニタリングし，ヒトとリスクコミュ
ニケーションを実践するモデルで表現できると考えた．実際に昨今のいくつかのスマー
ト農業事例に対して本モデルを適⽤し，その実現性と農作業者の「安全⾒守り」での有
効性を検証した． 

 


